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情報系・組込共通に利用できる、汎用的な設計方法論（ユースケース駆動）に基づいた開発手順書を実行している。

ソフトウェア設計手順の概要

運用フロー

機能仕様
(USDM)ユースケース

シナリオ

画面
（モックアップ）

+
画面設計書

要求分析（ビジネスプロセス分析）

CIM(情報処理独立モデル） PIM(プラットフォーム”独立”モデル）

機能要件の詳細化 ソフトウェアアーキテクチャ（方式）設計

バウンダ
リ

コントロ
ール

エンティ
ティ

ロバストネス分析図

シーケンス図

PSM(プラットフォーム”特化”モデル）

抽出
変換／詳細化

ユースケース（UC)
フィーチャ設計書

シーケンス図

クラス図

クラスと操作概要
（HIPO、ActionDiagram）

フィーチャ単位

・非機能要件
・タスク設計

・状態遷移設計

ドメイン層

アプリケーション層

システム開発ベンダーユーザ
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論理モデル 物理モデル
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概念モデル

ビジネスルー
ルの実現

データアクセス部
設計書

【凡例】

矢印元から矢印先を作る

矢印元を参照する。

データアクセス部
（ORマッピング）

データベース
（ファイル）

UML適用仕様書



ソフトウェア開発プロセス定義のポイント

＜開発手順作成のポイント＞

①開発フェーズ間の成果物トレーサビリティ

②開発フェーズ内の設計粒度

③エンティティの意味の明確化
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開発（設計）手順に適切なツールを選択する。
（ツールに合わせて運用を変えない）

例）EA（Enterprise Architect）＋トレーサビリティ



システム運用分析～ 要求仕様
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顧客
商品を選ぶ

商品を注文する
汎化

期間限定の商品を注文する

ユーザ認証を行なう

<<include>>

<<include>>

<<extend>>

配送業者

ユースケース（例）オンラインショッピング

＜支援アクター＞

＜主アクター＞
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オンラインショッピングシステム

クレジット会社

オンライン決済する

会員

ネット銀行

クレジット決済する

決済する

商品の状況を確認する

ユーザ認証を行なう

汎化

<<include>>



ユースケース記述

番号 1.1 名称 オンラインS/Wを起動する （UC名称は、「ｘｘをｘｘする」（名詞＋動詞）の表現にする）

概要 ｘｘｘ。

優先度 必須 根拠 （優先度の根拠を記載する）

事前条件 1. ｘｘｘであること。

成功事後条件 1. ｘｘｘであること。
（基本系列、およびどの代替系列が終了しても成り立つ事後条件）

必須事後条件 1. PWR LEDが緑点灯していること。
（いかなる系列が終了しても成り立つ事後条件）

主アクタ ブートローダ
（UCを起動するアクタを記載する）

起動イベント オンラインS/Wのエントリポイント呼び出し

非機能要件 「ｘｘｘ要求仕様書 4.2.2 性能目標」参照
（UCに固有の非機能要件は、本欄に記載する）

基本系列 1. ブートローダは、システム（オンラインS/W）のエントリポイントを呼び出す。
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基本系列 1. ブートローダは、システム（オンラインS/W）のエントリポイントを呼び出す。
2. システムは、表1.1-1の条件に基づきｘｘｘを判定する。

（図表は外出しにしてよい）
3. 《ｘｘｘの場合》システムは、ｘｘｘを行う。

（条件と、それに伴う振る舞いは代替系列で表現しても良いし、ディシジョンマトリクスで記載しても良い。分岐が複雑な
場合はアクティビティ図やフローチャート、状態遷移表で表現しても良い）

4. システムは、ｘｘｘ通知をｘｘｘに送信する。

代替系列3A 3a. 《ｘｘｘでない場合》
3a1. システムはｘｘｘを行う。

例外系列3B 3b1. xxxに失敗した場合、ｘｘｘは、ｘｘｘを行いUCを終了する。
（代替系列、例外系列は、それが終わったら元の系列に戻るのが標準の動作であることに注意。処理を終える場合は、この例

のように「UCを終了する。」と明確に記載すること）
（以下のように書いても良い。
3b. 《ｘｘｘに失敗した場合》
3b1. xxxは、ｘｘｘを行いUCを終了する。

例外系列3A1A 3a1a. xxxに失敗した場合、システムはｘｘｘを行う。

備考 （備考欄には、システムの振る舞いに関係ない参考情報のみを記載することを原則とする。システムの振る舞いに関係する事
項を記載する場合は、必ず系列から参照する形にする）



要求を仕様化する方法が必要

要求定義

（視点：
システム外部）

「～がしたい」 利用者の希望（Ｒｅｑｕｉｒｅ）。

事業運用をビジネスレベルで考え、それを実現す
るコンピュータシステムへの要求。

機能要求は「システムの外側からみた振る舞い」で
記述できる

＜ ユースケース記述は、要求を合理表現した要件
と考える ＞

本を検索
したい

ユースケース記述だけでは仕様を拾いきれない！！
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と考える ＞

仕様定義

（視点：

システム内部）

「～が必要」 要求の目的を満足する機能や条件。

システムが要求を満たすべき“具体的な振る舞い”
を記述したもの。

機能の程度やDB・通信などの利用方法。

仕様は要求に含まれる“動詞”と “目的語”である。

＜ ＵＳＤＭ と考えて良い ＞

素早く探す

あるテーマ
に関する本
をできるだ
け多く探す



AAA

要求 AAA-010

理由

要求 01

理由

仕様 001

理由

仕様 002
理由

カテゴリＡ

（必須）上位要求の範囲内で、仕様を記述する。

必要があれば、仕様についての背景や理由を記
述する。

（必須）要求の内容を記述する

（必須）要求の「理由」を記述する。

（必須）上位要求の範囲内で、区別された要求の内容を記
述する

（必須）要求の背景や、その要求が必要な理由を記述する。

カテゴリ記号

下位要求番号

■要求と仕様を区別すると、次の利点が得られる。

①客先から要求として出てきている内容が、「手段」
であって、本来やりたいこと（＝要求）を必ずしも
表現していないと分かることがある。

②仕様が曖昧な場合 ”何故 そのような仕様が出

ユースケース記述のタイトル（要求）を最上位要求として
記述する。

「要求」は曖昧さを含んでおり、「要件」は形式的、合理的な表現になったものと定義する。要件は、
ユースケース記述で表現できているとして、「要件」から始まり「階層構造」で「仕様」を記述していく。

USDM： 要件を仕様に展開する方法
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理由

要求 02

理由

仕様 001

理由
仕様 002

理由

要求 AAA-020

理由

BBB

要求 BBB-010

理由

要求 01

理由

仕様 001

理由

仕様 002

理由

カテゴリB

仕様番号

上位要求番号

＜重要＞要求には、「理由」がある。
その理由が記述できない時は、往々にして、要求と称して、
仕様（手段）が書かれていたりする。この「理由」が、要求と
仕様を仲介する役割を担う。

②仕様が曖昧な場合、 何故、そのような仕様が出
てきているのか（＝理由)”を知りたくなる。
そして、理由を突き詰めると、その仕様では、要求
を満足しなかったり、要求そのものが出し切れて
いないと分かることがある。

【注】USDM(Universal Specification Describing Manner)は、「清水吉男」が
提唱した仕様書の表記法です。

要求分析時の
何故なぜ分析



ユースケース記述とUSDMの関係

ユースケース全体をUSDMの上位要求に展開

ユースケースの各ステップはUSDMの下位要求あるいはグループに展開

ユースケースの各ステップの実現方式をUSDMの仕様に展開

システムの外側 システムの内側
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＝ システム内部の振る舞い

アクターは、○○を行う

システムは、▲▲を行う

機能仕様＜ 機能要求 ＞

【注】(株)エクスモーションで実践している手法

ユースケースは、”システムの外側”から見える振る舞いをアク
ターの視点で表したものである。



ソフトウェア方式設計
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情報系・組込共通に利用できる、汎用的な設計方法論（ユースケース駆動）に基づいた開発手順書を作成した。

ソフトウェア設計手順の概要

運用フロー

機能仕様
(USDM)ユースケース

シナリオ

画面
（モックアップ）

+
画面設計書

要求分析（ビジネスプロセス分析）

CIM(情報処理独立モデル） PIM(プラットフォーム”独立”モデル）

機能要件の詳細化 ソフトウェアアーキテクチャ（方式）設計

バウンダ
リ

コントロ
ール

エンティ
ティ

ロバストネス分析図

シーケンス図

PSM(プラットフォーム”特化”モデル）

抽出
変換／詳細化

ユースケース（UC)
フィーチャ設計書

シーケンス図

クラス図

クラスと操作概要
（HIPO、ActionDiagram）

フィーチャ単位

・非機能要件
・タスク設計

・状態遷移設計

ドメイン層

アプリケーション層

システム開発ベンダーユーザ
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創出

DBアクセス
パターン

エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
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論理モデル 物理モデル
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システム機能

概念モデル

ビジネスルー
ルの実現

データアクセス部
設計書

【凡例】

矢印元から矢印先を作る

矢印元を参照する。

データアクセス部
（ORマッピング）

データベース
（ファイル）

UML適用仕様書



基盤方式設計と機能方式設計の関係

ソフトウェア方式設計書は、大きく、
『基盤方式設計』
『機能方式設計』
の２つに分ける。

『基盤方式設計』とは、S/W要求分析における「非機能
要件」（性能、品質）を満たす観点から見たS/W構造
を設計することと考えればよい。

『機能方式式設計』とは、S/W要求分析における「機能
要件」を満たす構造を設計することと考えればよい。
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要件」を満たす構造を設計することと考えればよい。



基盤方式設計とは

基盤方式設計書
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機能方式設計

基盤方式設計で決めたレイヤ構造ごとのクラス定義を実施するのが、機能方式設計である。
再利用性を高めるために、ドメイン層にドメインモデルを採用する。

2013年09月20日 14



機能方式設計（ロバストネス分析）

ロバストネス図はアプリケーションに要求される機能を、図形を使用して視覚的
に表現するものである。ロバストネス図では、アプリケーションを、バウンダリ
（画面、印刷）、コントロール（機能）、エンティティ（データ、ファイル）に
分類し、それぞれの関係、振る舞い表現する。
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機能方式設計に「ロバストネス分析」を介在させることで、UMLだけは困難であった設計のトレーサビリティが取り易く
なり、設計効率が上がる。

ユースケース/ロバストネス/分析シーケンス図の関係
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“販売”の“合計”を“計算”する
・販売員の成果を査定する。
・スケジュールされた自動車整備を実施する。
・カード所有者のクレジットカード取引を認証する
・消費税を計算する。

■フィーチャーの表現形式
＜オブジェクト＞＜結果＞＜アクション＞

販売 合計 計算

画面（操作）とサービス（フィーチャー）の関係

FDD( Feature Driven Development )におけるFeature（ユーザ機能）とは、「顧客にとって価値
ある機能（＝サービス）」である（オリジナル定義）。

例
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手続き型

ドメイン層：オブジェクト指向

アプリケーション層とドメイン層の関係

アプリケーション層
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ユースケース/USDM/ロバストネス分析図の関係
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要求仕様と方式設計
（外部仕様）の記述
のダブりを排除でき
ている



仕様変更の影響箇所を特定する

①USDMとフィーチャー間のトレーサビリティを利用して、仕様変更に対応するフィーチャー
仕様の内容を確認する。

②フィーチャーの変更だけで対応できない場合、分析シーケンス図から、そのフィーチャーが
利用しているドメインクラスの変更を考える。この時、変更を考えるドメインクラスを利用
している他のフィーチャーをEAを利用して全て抽出し、影響が無いことを確認する。
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設計検証：設計書間の多重度を活用して検証する

ソフトウェア開発において、上位から下位に詳細分解される成果物（例：設計書）間の対応関係を表現す
るのが、トレーサビリティ・マトリクス（TM）である。このTMの中で、多重度という指標を定義して設計
検証に使う。ここで、多重度とは、ある成果物の項目が、他の成果物の項目といくつの関連を持つかを表現
するものである。

ドメインと設計プロセスが同じであれば、多重度はある
範囲に収まることが予想される。これを定量的に数値表現
する「成果物間の対応比率定義表」を使って、TMに表現さ
れた内容から、その設計粒度を機械的にチェックすること
で設計検証に使うことを考える。

2013年09月20日 21

最小 最大 単位 最小 最大 単位 最小 最大 単位 最小 最大 単位

ユースケース（UC) 5.0 15.0 仕様/UC 3.0 6.0 FT/UC 8.0 20.0 クラス/UC 1.0 1.8 KL/UC

USDM仕様項目 3.0 5.6 仕様/FT 3.8 5.9 仕様/クラス 14.0 22.0 仕様/KL

フィーチャー（FT) 1.0 3.0 クラス/FT 88.0 178.0 Line/FT

クラス 10.0 18.0 クラス/KL

メソッド 15.0 25.0 Line/メソッド

プログラム規模（KL)USDM仕様項目（数） フィーチャー（数） クラス（数）

◆成果物間の対応比率定義表（＝多重度）



設計検証の例

項目 実績値 指標値

システム規模 １１７ KL

業務フロー ８ 数

ユースケース １５２ U.C ０．８ KL/U.C

１９ U.C/業務フロー

システム概要： ・クライアント／サーバ（画面数：95）
・データベースあり（ORマッピングツール利用）
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１９ U.C/業務フロー

仕様（USDM) １３４９ 項目 １１．５ 仕様/KL

クラス １３３４ クラス数 １１．４ クラス/KL

フィーチャー数 ３８７ クラス数 ３．５ 仕様/クラス

メソッド ８４１１ メソッド数 １３．９ Line/メソッド



ご静聴ありがとうございました。
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